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する相互作用による floatingphaseと呼ばれる不整合相の存在可能性等統計力学的にみて

も興味深い系である｡不整合相を除いた相図と運動量空間での二体相関関数がデータとして与

えられている｡エントロピーと短距離秩序をあらわす量<Xl>との間にべきの関係があること

が示され,またこの系がGe(111)無秩序状態のよいモデルであることが示されている｡

3. Hard Hexagon Modelの厳密解

相関距離の異方性について

藤 本 雅 文

HardHexagonModelは,三角格子上でお互いに隣りの位置にはこれない粒子系を想定

した Modelである｡その相関距離打こついては,Ba又terandPearceの解析があるが,

その解析は一方向のみの解析であって,異方性を含めた形での解析は行われていなかったoi

の異方性を解析する方法として,ShiftOperatorの方法を提案し,それをHardHexagon

Modelに適用してみた｡結果,臨界点付近での異方性を含んだ吉の摂動展開に成功したOさ

らに,その表面の問題-の簡単な応用例もお見せする｡

4.有機フイルムに溶かし込んだ

色素のホールバーニング分光

白 石 良 一

ホールバーニング分光法は色素を溶かし込んだ有機フイルム等のアモ/レフアス系の物性の研

究において極めて有効な方法である｡この分光法に適した,より高感度なホール検出法を開発

するため,3つの変調法を比較し検出感度の向上を計った｡その結果,空間変調法が最も有効

であることが判った｡さらに,この変調法を使レこ,疑似フォノンサイドバンドの励起強度依存

性,ゼロフォノン線の均一幅,及び励起状態の振動準位の測定解析 も行なっている｡特にゼロ
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フォノン線の示す深さと形状の時間発展は,分散一次反応式で良く説明できること,そしてこ

のような振舞いはアモルファス系固有の物性を反映していることが判った｡

5. フェム ト秒フォ トンエコーによるサイ ト選択分光

中 林 隆

物質を光で励起することによって誘起された分極は,その振動周波数の違いや熱浴との相互

作用によって緩和していくが,凝縮系において,この過程は非常に高速な領域で起こるために,

一般の方法では観測することが困難である｡そこで今回,フェムト秒の時間分解能を持っフォ

トンエコー (アキュムレーテツドフォトンエコー )を用い,イオン性色素をドープした有機フ

イルムにおける高速緩和現象を観測した｡さらに,得られたデータをフーリエ変換し周波数軸

上で解析することによって,色素と周 りの環境との相互作用に関する知見を得ることができた｡

一方,ホールバーニングのスペクトルが,エコー信号をフーリエ変換したものとして与えられ

ることを理論的に証明することができたので,ホールバーニングの実験データとの比較も行い,

結果に矛盾がないことを確認した｡

6. リドベルグ原子と原子 ･分子との非弾性衝突

中 崎 修 二

高い準位に励起された原子をリドベルグ原子という｡リドベルグ原子は,その主量子数の4

乗に比例した大きな幾何学的断面積をもつ｡リドベルグ状態のNa原子とK原子との衝突実験

を行い,2種類の電離反応

Na**十K - Na十K+十 e-

→ NaK++e~
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